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研究成果の概要（和文）： 

 次の成果を挙げた。最終年度には報告書を刊行し、成果の一部を収録した。 

（１）近世期に成立した人形操りに関する文献について、現代語訳をした上で現行の文楽と比

較するなど共同研究をおこなった。 

（２）新潟県における人形浄瑠璃の公演について、共同で調査をおこなった。 

（３）地方の人形座や文楽について聞き取り調査を実施し、それに基づいて口頭発表および論

文の執筆をおこなった。 

（４）人形操法や人形遣いについての論文を発表した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

We obtained the following achievements. I published a report containing a part of the achievements. 

(1) We studied a literature about the puppet theater. 

(2) We investigated a Joruri puppet theatre in Niigata Prefecture. 

(3) We carried out some interviews about local puppet theaters or Bunraku, and wrote papers based on 

them. 

(4) We announced some research articles about puppet or puppeteers. 
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る研究は様々な分野で行われていた。芸術学
的な関心から演者へのインタビューがたび
たび行われたが、分担者である後藤静夫が編
著者の一員として加わった『文楽談義』
（1993）はその代表的なものである。明治以
降の新作浄瑠璃に関する研究としては、『壺
坂霊験記』（1887 初演）に関する細田明宏（代
表者）による「観音霊験譚と錦絵・生人形・
人形浄瑠璃」（2005）をはじめとする一連の
論文が挙げられる。歴史的な言説分析として
は、澤井万七美（分担者）の一連の論考があ
った。さらに地方で民俗芸能として伝わる人
形浄瑠璃座に対する研究は、主として在野の
研究者によって担われてきた。 

 しかしこれらの研究の多くは分野ごとに
行われてきたのが実情であった。近現代の人
形浄瑠璃について、各分野の研究者が連携し
て総合的に研究を行うことが求められてい
た。 

 

 

２．研究の目的 

20 世紀以降（近現代）の人形浄瑠璃について、
異なるアプローチをとる研究者が連携して
調査・研究を総合的におこなう。具体的には、
文学研究・芸術学・芸能史（歴史的研究）の
研究者が連携し、資料を共有した上で議論を
重ね、近現代における人形浄瑠璃の諸問題を
体系的に明らかにすることを目的とする。ま
た、現代における人形浄瑠璃の諸問題を解明
するとともに、後継者育成問題や文化財保護
などの社会的要求にも応じることも目的と
している。 

 

 

３．研究の方法 

 各自の調査・研究を進めるとともに、数か
月に一回の割合で研究会を開催した。研究会
では講読など共同での作業もおこなった。さ
らに、新潟県における人形浄瑠璃公演の調査
および、文楽座技芸員に対する聞き取り調査
も共同でおこなった。 

 

 
４．研究成果 
 本研究は、５人のメンバー（代表者、分担
者３人、協力者１人）により進められた。最
終年度には報告書を刊行し、下に掲げた成果
の一部を収録した。 
メンバーが共同でおこなった調査・研究は次
のとおりである。 
（１）近世期に成立した『操曲入門口伝巻』
について講読をおこなった。また文楽座技芸
員に対して実演を含む聞き取り調査を実施
することにより、現行の文楽との比較をおこ
なった。 
（２）新潟県における人形浄瑠璃の公演につ

いて、共同で調査をおこなった。 
 
個々のメンバーの活動は次のとおりである。 
（３）次について聞き取り調査を実施し、そ
れに基づいて口頭発表および論文の執筆を
おこなった。 
  ①長野県下伊那地方の人形浄瑠璃 
  ②文楽における芸の伝承 
  ③文楽の制作 
  ④新潟県佐渡島の人形浄瑠璃 
（４）次について論文を発表した。 
  ⑤三人遣い操法の成立および特質 
  ⑥江戸―東京系の人形遣い 
  ⑦近世期の淡路人形座 
 
 上記のうち、活動の中心となったのは（１）
である。（１）で取り上げた『操曲入門口伝
巻』はこれまで研究の場でほとんど取り上げ
られたことがなかったが、本研究によりその
価値を正しく認識することができた。その成
果を報告書に掲載することによって、学界に
問題提起をおこなった。 
 個々のメンバーにより、（３）（４）の成果
を挙げることができた。それぞれ今後の展開
が期待されるが、中でも（３）は本研究で得
た知見をもとにしてさらに研究が進められ
ることが見込まれる。 
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